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資産概要

国名 日本

地域 岩手県

資産名 平泉―仏国土（浄土）を表す建築・庭園及び考古学的遺跡群

座標

No. 構成資産 緯度 経度

1 中尊寺 N 39° 00’ 04” E 141° 05’ 59”

2 毛越寺 N 38° 59’ 19” E 141° 06’ 28”

3 観自在王院跡 N 38° 59’ 21” E 141° 06’ 36”

4 無量光院跡 N 38° 59’ 33” E 141° 06’ 56”

5 金鶏山 N 38° 59’ 35” E 141° 06’ 33”

6 柳之御所遺跡 N 38° 59’ 37” E 141° 07’ 11”

資産の境界に関する記述

　資産は、１２世紀日本の北方地域における政治・行政上の拠点に形成され、仏国土（浄土）を表

現して造営された６つの建築・庭園及び考古学的遺跡群から成る。これらの６つの構成資産は、独

特の発展を遂げた日本の仏教の中でも、特に極楽浄土信仰を含む浄土思想に基づき形成された

ものである。

　これらの構成資産は、奥州藤原氏が造営した４つの寺院伽藍（１．中尊寺、２．毛越寺、３．観自在

王院跡、４．無量光院跡）をはじめ、奥州藤原氏が頂部に経塚を営み、浄土思想に基づく寺院伽

藍との関係において仏国土（浄土）の方角を象徴する意味を持った聖地としての山（５．金鶏山）、

奥州藤原氏の政庁として機能した中核的施設の考古学的遺跡（６．柳之御所遺跡）から成る。

　連続性を持つ資産は、日本の岩手県平泉町に位置し、東を束稲山及び北上川、西を低く緩やか

な丘陵地、南を太田川、北を衣川にそれぞれ囲まれ、南北約２，６００ｍ、東西約２，１００ｍ、総面積

１８７ｈａの範囲に展開している。

　資産の緩衝地帯については、６つの構成資産を取り囲み、それらから視認が可能な地理的区域

を含むよう計５．９９８ｈａの範囲に設定した。.

資産及び緩衝地帯地図

（A4）
資産概要末尾に添付
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顕著な普遍的価値の言明

　平泉は、１２世紀日本の中央政権の支配領域と本州北部、さらにはその北方の地域との活発な交

易活動を基盤としつつ、本州北部の境界領域において、仏教に基づく理想世界の実現を目指して

造営された政治・行政上の拠点である。それは、精神的主柱を成した寺院や政治・行政上の中核

を成した居館などから成り、宗教を主軸とする独特の支配の形態として生み出された。

　特に、仏堂・浄土庭園をはじめとする一群の構成資産は、６～１２世紀に中国大陸から日本列島

の最東端へと伝わる過程で日本に固有の自然崇拝思想とも融合しつつ独特の性質を持つものへ

と展開を遂げた仏教、その中でも特に末法の世が近づくにつれ興隆した阿弥陀如来の極楽浄土

信仰を中心とする浄土思想に基づき、現世における仏国土（浄土）の空間的な表現を目的として創

造された独特の事例である。それは、仏教とともに受容した伽藍造営・作庭の理念、意匠・技術が、

日本古来の水景の理念、意匠・技術との融合を経て、周囲の自然地形をも含め仏国土（浄土）を空

間的に表現した建築・庭園の固有の理念、意匠・技術へと昇華したことを示している。

　それは、浄土思想を含む仏教の伝来・普及に伴い、寺院における建築・庭園の発展に重要な影

響を与えた価値観の交流を示し、地上に現存するもののみならず、地下に遺存する考古学的遺跡

も含め、建築・庭園の分野における人類の歴史の重要な段階を示す傑出した類型である。

さらに、そのような建築・庭園を創造する源泉となり、現世と来世に基づく死生観を育んだ浄土思想

は、今日における平泉の宗教儀礼や民俗芸能にも確実に継承されている。

　以上の理由により、「平泉―仏国土（浄土）を表す建築・庭園及び考古学的遺跡群―」は顕著な

普遍的価値を持つ。

適用される評価基準

（基準ごとに箇条書き）

評価基準（ⅱ）

　平泉の仏堂・浄土庭園群及びとそれらの考古学的遺跡、及び関連の遺跡群は、６世紀に中国・

朝鮮半島から伝来し、日本古来の自然崇拝思想と融合しつつ、１２世紀にかけて独特の性質を持

つものへと展開を遂げた日本の仏教、その中でも特に興隆した浄土思想に基づき、現世における

仏国土（浄土）の空間的表現を目指して創造された顕著な事例である。

　それらは、仏教とともに受容した伽藍造営の理念及び意匠・技術を出発点とするのみならず、同

時に受容した外来の作庭思想と古来の水辺の祭祀場における水景の理念、意匠・技術との融合を

も出発点として、それに後続して成立・発展を遂げた日本に独特の仏堂・浄土庭園の理念及び意匠・

技術の伝播の過程を証明している。

　したがって、それらは東アジア地域における建築・庭園の意匠・設計に関する人類の価値観の重

要な交流を示している。

評価基準（ⅳ）

　日本の１２世紀は、浄土思想に基づき、現世に仏国土（浄土）を実現できると考えられた独特の時

代であり、建築・庭園が一体となって仏国土（浄土）を表す多くの作品群が生み出された。平泉の構

成資産の中でも仏堂及び一群の庭園は、仏国土（浄土）を空間的に表現しようとした優秀な芸術作

品であり、それらの考古学的遺跡をも含め、世界史上、他の仏教圏では類例を見ることのできない

　建築・庭園の顕著な事例である。

　したがって、それらは建築・庭園の分野における人類の歴史の重要な段階を示す傑出した類型

である。

評価基準（ⅵ）

　平泉が造営される過程で重要な意義を担ったのは、日本固有の自然崇拝思想とも融合しつつ、

独特の展開を遂げた日本の仏教であり、その中でも末法の世が近づくにつれて興隆した阿弥陀如

来の極楽浄土信仰を中心とする浄土思想である。それは、１２世紀における日本人の死生観を醸

成する上で重要な役割を果たし、世界の他の地域において類例を見ない仏国土（浄土）を空間的

に表現した建築・庭園群などの理念、意匠・形態へと直接的に反映した。さらに、それらは宗教儀

礼や民俗芸能等の無形の諸要素として、今日においてもなお確実に継承されている。

　したがって、平泉の建築・庭園及び考古学的遺跡群の有形的な側面に関連する信仰、思想、伝

統は、顕著な普遍的意義を持っている。
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連絡先

組織：文化庁、文化庁文化財部記念物課

住所：〒 100-8959 　東京都千代田区霞ヶ関３丁目２番２号

TEL：03-5253-4111（内線 2881）、FAX：03-6734-3822

E-mail：motonaka@bunka.go.jp

Web address：http://www.bunka.go.jp/

組織：岩手県、岩手県教育委員会

住所：〒 020-8570　岩手県盛岡市内丸 10 番１号

TEL：019-629-6177、FAX：019-629-6179

E-mail：DB0005@pref.iwate.jp

Web address：http://www.pref.iwate.jp/~hp0907/

組織：平泉町、平泉町教育委員会

住所：〒 029-4192　岩手県西磐井郡平泉町平泉字志羅山４５－２

TEL：0191-46-2218、FAX：0191-46-3080

E-mail：sekaiisan@town.hiraizumi.iwate.jp

Web address：http://www.town.hiraizumi.iwate.jp/hiraizumi/top.html
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推薦資産及び緩衝地帯の範囲図
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中尊寺の範囲を示した地形図
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毛越寺の範囲を示した地形図
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観自在王院跡の範囲を示した地形図
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無量光院跡の範囲を示した地形図
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金鶏山の範囲を示した地形図
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柳之御所遺跡の範囲を示した地形図




